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2022年 9月 1日 

 

学会会員外（一般）の皆様へご案内 

日本農業労災学会 2022 年度（第 9 回）シンポジウムの開催について 

 
 平素より本学会活動につきましては、ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 さて、下記の通り、第 9 回シンポジウムを開催することになりました。今回のシンポジウムは、

対面とオンラインの併用によるハイブリッド開催を予定しています。本シンポジウムは、農作業

事故防止に関心を持っておられる学会会員以外の一般の方にも有料にてオンラインでご参加い

ただけるようにしております。このシンポジウムに興味のある方は、下記に示す要領で申込をし

てください。 

 
記 

 

1．開催日時：2022年 10月 21日（金）13:00～16:30 

2．会  場：ハイブリッド開催 

（東京農業大学世田谷キャンパス 横井講堂＋Zoomによるオンライン） 

※コロナ感染予防の観点から、学会会員以外の参加者は全てZoomによるオンライン参

加のみとなります。 

3．主催団体：日本農業労災学会・東京農業大学総研研究会3研究部会 

       （労災対策研究部会・就農者推進教育研究部会・農業協同組合研究部会） 

4．後援団体：JA全国組織、JA単協等 

5．参 加 費：2,000円（事前送金、下記参照） 

6．シンポジウムのテーマ 

『農業労災補償制度を拡充し、農作業事故防止に資するためには何が必要か－社労士と

JA・行政等関係機関との連携を考える－』 

 

7．開催趣旨・ねらい 

 農業では、農林水産省・農業団体・農機メーカー・研究機関・社労士等を中心に様々な形で農作業

事故防止・労災補償対策に取り組んでいるが、農作業事故死や怪我が高止まりしており、就業者10万

人当たり死亡事故者数は増加し、建設業比較しても 3 倍にも達するまさに「農業者の命の非常事態」

という厳しい現実にある。 

 農作業事故防止・労災補償対策を進めるためには、①農作業事故を未然に防止するための事前対策

が重要であるが、それと同時に、②農作業事故がもし起こってしまった場合にはそれにどのように対

応して労災補償を行うのかという事後対策も不可欠である。本シンポジウムは主に後者を中心テーマ

とするものである。 
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こうした農業事故に対する事後対策、農業労災補償を進めるためには農業者の農業労災への特別加

入が求められているにも関わらず、その加入率は極めて低い水準にとどまっている。これには大きく

その制度的な問題と、農業者への加入を推進する JA 等現場レベルでの組織体制整備などの問題が指

摘されている。本シンポジウムでは、こうした今日の緊急課題を取り上げ、そうした課題に取り組ん

でおられる、研究者・行政・農業団体・社労士の皆さんからの報告をもとに、日本の農業労災制度や

その拡充・加入促進に向けた対策を議論するものである。特に、今回は社労士の取り組みの現状を踏

まえて、JAや行政等関係機関との連携のあり方を議論したいと考える。 

 

8．プログラム 

1）開会                                13:00 

2）開会挨拶     学会長及び東京農業大学学長              13:00～13:10 

3）座長解題                                                          13:10～13:20 

瀬川徳子（社会保険労務士法人たんぽぽ会）、白石正彦（東京農業大学名誉教授） 

4）基調報告（報告15分、質疑5分、交代・予備2分） 

第 1報告                             13:20～13:40 

特別加入制度における一人親方制度の拡充と農業労災の対応・・・田中建一（東洋大学講

師） 

第2報告                             13:42～14:02 

  農林水産省における農作業安全対策の取組・・・田中康嗣（農林水産省農産局技術普及課生

産資材対策室課長補佐） 

第3報告                             14:04～14:24 

建設業の労災補償対策における社労士の役割と課題・・・矢島友幸（矢島社会保険労務士事

務所所長） 

＜休憩1＞                              14:24～14:35 

第 4報告                             14:35～14:55 

農業労災防止への「社労士からの講演（説明）事例」紹介・・・堀内政徳（堀内社会保険労

務士事務所所長） 

第5報告                             14:57～15:17 

  JA現場における農作業事故防止・労災補償対策への取組・・・桐原 章（JA鹿児島中央会 

営農サポートセンター 主幹） 

5）コメント（各6分＋交代1分）                    15:17～15:45 

コメンテーター 

①JA全国連の立場から・・・佐藤 広大（JA共済連全国本部 普及部農業・損害保障 推進室農業

法人支援グループ 課長） 

②JA単協の立場から・・・紺野 香月（JAふくしま未来 営農部 農業振興課） 

③社会保険労務士の立場から・・・中村雅和（いのしし社会保険労務士事務所所長） 
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④芸能従事者の立場から・・・森崎めぐみ（全国芸能従事者労災保険センター理事長・日本芸能従

事者協会代表理事） 

＜休憩2＞                              15:45～15:55 

6）全体討論（25分）                            15:55～16:20 

7）座長総括                                 16:20～16:25 

8）閉会挨拶                                      16:25～16:30 

9）閉会                                16:30 

 
9． 参加申込み手続き 

（１）申込期限と申込方法 
シンポジウムに参加希望の方は、次の Google フォームより、9 月 26 日（月）までにお申し込みく

ださい。参加登録後は、申込時に入力したメールアドレスに連絡させていただきます。 
https://forms.gle/Q8bzWSRrfANZsURT7 

（２）参加費（2,000 円）は、10 月 7 日（金）までに学会の下記口座までお振込みください。 
   ●銀行名：ゆうちょ銀行  ●支店名：０１９（ゼロイチキュウ） 

   ●預金種目：当座     ●口座番号：０３６０２１３ 

   ●口座名義人：日本農業労災学会（ニホンノウギョウロウサイガッカイ） 

（３）開催までのプロセス 
参加登録が完了し、参加費の送金が確認された参加者には、10 月 11 日（火）以降に逐次、メール

にて Zoom 接続のためのURL や大会要旨集のダウンロード方法等についてご案内をいたします。 
 
10．学会事務局、問合せ先 

 本シンポジウムについての問合せは、学会事務局までお願いいたします。 
〒184-0004 東京都小金井市本町１-8-14 サンリープ小金井 305 
キリン社会保険労務士事務所内（担当：黒田） 
TEL 042-316-6420／FAX 042-316-6430  E-mail kuroda@kirin-office.com 
ホームページ：http://jfapr.jp/ 

 
※本学会に入会を希望される方は、本学会のホームページにアクセスいただき、入会申込書に

ご記載の上で本学会事務局宛に FAX 等でお送りください。 
 

以 上 


